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・進行年度の上半期業績の概要

・通期業績予想

・持続的な成長に向けて

を中心に、ご説明いたします。
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進行年度の上半期業績につきましては、前年同期間比で増収、

そして営業利益段階で増益となりましたが、当社グループが保有する

外貨建資産・負債の中間期末日相場による評価損などにより、

経常利益、純利益では、減益となりました。
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進行年度 第２四半期累計の業績は、

売上高は、グローバルゲーミングが好調に推移し、前年同期間比５.５％

増、７億９６百万円増収の１５２億９８百万円となりました。

利益面では海外ゲーミング市場での市場競争の激化に伴う販売価格

の軟化はありましたが、プリンター事業での収益性の向上や販管費の

削減などにより、営業利益は前年同期間比８５.６％増、５億２９百万円

増益の１１億４７百万円と、上半期の営業利益としては、 ８年ぶりに

１０億円台となりました。

しかし、営業外損益で、円高の進行により、外貨建資産・負債の評価損

を６億６３百万円計上したこともあり、経常利益は１億３８百万円減益

の５億６６百万円、また、特別利益として’負ののれん発生益’

３億１４百万円を計上しましたが、税金費用の増加により、四半期純利益

も６１百万円減益の４億３百万円となりました。



「プリンター事業」の損益状況について、前年同期間比、計画比で

表示しております。

資料にありますように、「プリンター事業」は販管費の削減効果により、

収益性の向上が図られたことで、営業増益に大きく貢献しております。

※販管費 項目別減少内容 (百万円)

・プリンター事業 人件費 △９８、 賃借料 △７２

・従来事業 外部業務委託費用 △７８、旅費 △３２、
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セグメント別の業績を表示しております。
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通期の業績につきましては、９月６日に発表いたしましたとおり、

想定為替レートを円高方向に見直し、通期予想を修正いたしました。
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進行年度の下半期のセグメント別での事業環境については、資料のよう

に予想しております。

概況としては、海外コマーシャルが北米・欧州ともに上半期より低調な

推移となりますが、国内事業と海外ゲーミングについては実需ベースで、

上半期並みに推移するという予想をしております。

但し、遊技場向機器では年内に「検定機と性能の異なるパチンコ機」

が約５８万台撤去されることに関連して、最繁忙期である年末商戦の

状況が不透明になっていることから、想定よりもさらに厳しい推移になる

ことを懸念しております。

為替につきましては、８月以降、米ドルを１０３円、ユーロを１１５円と

ともに円高方向に見直しいたしました。

尚、以上の想定については、９月６日の修正発表の際から変更して

おりません。
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１１ページの前提のもと、売上高は、下半期での為替レート見直しによる

約７億円の減収とシルバーからの譲受事業での５億円を織り込んで、

前期比３億円増の３０１億円、そして営業利益は前期比２億円の増益と

予想しております。

しかし、期末時点での為替レートを米ドル １０３円と設定し、為替差損

約４億５０百万円の計上を想定していることから、経常利益では減益

を予想しております。

但し、特別利益として、「負ののれん発生益」３億１４百万円を計上する

こともあり、当期純利益では前期比で３億円程度の増益と予想して

おります。
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進行年度の下半期の売上高と利益の予想を示しております。

下半期は、上半期に比較して、減収要因に加えて、販管費の増加も

あり、営業利益が半減する見込みをしております。
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通期のセグメント別の業績予想を表示しております。
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成長戦略テーマの進捗状況について、ご説明いたします。
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前年同期間比での売上高の主な増減要因を示しております。



21

前年同期間比での営業利益の主な増減要因を示しております。
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２０１６年９月末時点の資産合計は、前期末と比較して、２６億３８百万円

減少し、３７７億９０百万円となりました。

流動資産は、

「現預金」 ： △７億４８百万円

「たな卸資産」 ： △７億１０百万円

などにより、１１億３９百万円の減少となりました。

また、固定資産は、「無形固定資産」 ： △１３億５４百万円

(のれん相当償却費２億９９百万円)

などにより、１４億９８百万円の減少となりました。
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負債は、前期末と比較して、４億６６百万円減少して、１０７億１０百万円と

なりました。

主な増減の内容としては、以下のとおりです。

「短期借入金」 ： △９億８３百万円

「仕入債務」 ： △２億４８百万円

「その他」 ： ＋７億５４百万円

純資産は、中間決算期末日レートの大幅な変動により、

「為替換算調整勘定」が２０億３３百万円の減少、合計では２１億７２百万

円減少し、２７０億７９百万円となりました。

尚、自己資本比率は７１.６％と前期末と比べて０．７％減少しました。
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キャッシュ・フローの主な増減内容は、下記のとおりです。

◇営業活動ＣＦ ８億７５百万円

・主な増減要因は、税金等調整前純利益８億７７百万円

減価償却費 ５億６９百万円

（のれん相当償却費２億９９百万円含む)
運転資本(売上債権・仕入債務・在庫)の増減

△７億３７百万円

負ののれん発生益 △３億１４百万円

◇投資活動ＣＦ １億５６百万円

・主な増減要因は、有形固定資産の取得 △１億３８百万円

事業譲受による収入 ３億６百万円

◇財務活動ＣＦ △ １０億９７百万円

短期借入金の返済 ５億１５百万円

配当金支払 ２億２９百万円

自己株式取得 ３億円

◇現金同等物の換算差額 △６億８２百万円
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利益還元については、上半期は、純利益が計画どおりとなりましたので、

配当は期初の想定どおり、８.５円と決定いたしました。

また、年間配当額についても、１７円を据え置いております。
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設備投資額、減価償却費、研究開発費については、上記のとおりで

ございます。

尚、減価償却費には、２０１５年３月期の下半期より、「のれん

相当資産」の償却費が含まれております。
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当社グループでは、グループ内の海外取引に係る商流変更の実施に

より、為替影響を低減させる取り組みを実施しております。

進行年度の為替レートは

期初計画では、 米ドル １１０円、ユーロ １２５円 としておりましたが、

８月度以降、 米ドル １０３円、ユーロ １１５円 と変更いたしました。

尚、通期の期中平均レートとしては、

米ドル １０７.５０円、ユーロ１１９.７０円 と予想しております。
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過去２年間の業績を、上半期と下半期に分けて表示しております。
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直近の３年間の四半期別・セグメント別の売上高の推移を表示して

おります。
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直近の３年間の四半期別の売上高と営業利益の推移を示して

おります。
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遊技場向機器事業を取り巻く事業環境に関する項目を取り上げて

おります。

昨年から問題になっていた「検定機と性能が異なる可能性のある遊技機」

の回収・撤去問題に関して、パチンコ機メーカーの業界団体である日本

遊技機工業組合は６月２３日に２３社９３型式計５８万９,５１０台を回収
することを発表しました。

今年２月、３月に発表されている第１次、第２次回収リストの４５型式

計１３万６,９６７台を含めると、７２万６,４７７台となります。
この台数は、現在パチンコ店に設置されている約２９０万台の２５％に

相当する膨大な数であります。

続いて、６月２７日には業界１４団体で、

①第３次リストまでに出揃った回収対象機を年内にすべて撤去する。

②そのうち、第１、２次リスト対象機を８月末までに回収・撤去する。

との声明が採択されました。

上記のように、ホールが年末までの間でこれほどの台数の撤去を優先

せざるを得なくなり、ホールが混乱することで、市場環境は悪化すると

予想されます。
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１．マカオ

マカオ市場における今年１～１０月のカジノ売上高累計実績は、１,８４６
億パタカと前年同期間比で５.８％の減少となりました。
単月では、一昨年の６月から２６ヶ月連続で前年同月実績を下回る状態

が続いておりましたが、８月以降３ヶ月連続でプラスに転じました。

要因としては、８月に「ウィンパレス」、９月に｢パリジャン・マカオ」といった

新規の大型カジノホテルが開業したことで、一定の底上げ効果があった

ものと考えられております。
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２．米国

２０１５年度のカジノ市場は、前年比５.６％増の７０１億ドルと６年連続の
プラス成長となりました。 ２０１２年度からは４年連続で過去最高を更新

し、さらに ２０１５年度は金融危機以降で最大の伸び率となりました。

コマーシャル・カジノ売上の上位３州の２０１５年度の伸び率を見てみると、

ラスベガスは＋０.９％、ペンシルベニアは＋３％、ニュージャージーでは
△８％とこれらの州では市場自体は成熟市場になっているために大きな

変動はありませんが、カジノの後発州では施設の供給が増加し、

激しい競争が続いております。

３．フィリピン

現在「エンターテインメント・シティ」と称されるマニラ湾沿いの国家的

カジノプロジェクトが推進されており、既に２つの施設が開業されて

おりますが、３軒目として、日本のユニバーサルエンターテインメント社

が進めているカジノリゾートが１２月初旬に第一期オープンを予定して

おります。
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９月２６日に第１９２回臨時国会が召集されましたが、今回は今まで以上に

与党が積極的な姿勢を見せていることもあり、『ＩＲ推進法案』の成立に期待

がもたれております。
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進行年度の上半期での主なプレス案件と出展した展示会を記載して

おります。
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